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古
河
宿 
（
１０
月
５
日
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

天 

谷 

範 

夫 

下
期
の
ス
タ
ー
ト
は
、
古
河
宿
か
ら
で
、
先
日

の
コ
ー
ス
会
で
、
予
定
表
を
配
布
し
た
時
に
、
部

活
活
動
日
と
重
な
る
方
も
居
て
、
参
加
人
数
は
少

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
を
含
め
、
７
名

で
の
出
発
と
な
り
ま
し
た
。
駅
西
口
か
ら
直
進
し
、

旧
日
光
道
中
に
出
て
、
ま
ず
は
本
陣
跡
の
石
碑
を

見
て
、
北
上
し
て
、
旧
街
道
を
南
下
し
な
が
ら
、

街
巡
り
。
所
々
に
、
蔵
な
ど
が
見
え
ま
す
。
日
光

道
中
道
標
を
見
、
肴
街
通
り
で
は
、
蔵
の
あ
る
（
酒

屋
さ
ん
ら
し
い
）
家
の
解
体
中
、
を
目
撃
し
、
古

河
一
小
の
煉
瓦
の
門
柱
を
見
な
が
ら
、
古
河
文
学

館
に
到
着
。
館
内
の
展
示
を
見
た
後
、1

9
3
0

年
代

の
蓄
音
機
で
竹
の
針
に
よ
る
レ
コ
ー
ド
音
楽
鑑
賞

会
と
な
り
ま
し
た
。
外
の
休
憩
所
で
昼
食
、
休
憩

し
、
道
の
向
か
い
側
の
鷹
見
泉
石
記
念
館
、
敷
地

内
に
あ
る
、
奥
原
晴
湖
画
室
を
見
学
し
て
、
古
河

歴
史
博
物
館
に
。
外
か
ら
見
た
感
じ
で
は
、
そ
れ

ほ
ど
大
き
い
施
設
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

中
に
展
示
さ
れ
て
い
る
物
の
多
さ
に
見
終
わ
る
と
、

少
々
疲
れ
を
感
じ
ま
し
た
。
鷹
見
泉
石
に
関
連
す

る
も
の
、
藩
医
河
口
信
任
の
脳
の
解
剖
の
資
料
な

ど
が
、
印
象
的
で
し
た
。
帰
り
に
は
、
ロ
ビ
ー
で

ス
ト
リ
ー
ト
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
を
聴
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
手
回
し
ハ
ン
ド
ル
で
大
変
そ
う
で
し

た
が
・
・
・
。
坂
を
下
り
長
谷
観
音
に
行
き
、
道

を
北
に
向
か
い
、
江
戸
町
通
り
に
出
て
、
永
井
路

子
旧
宅
へ
。
土
蔵
造
り
の
建
物
で
、
取
り
壊
し
予

定
だ
っ
た
物
を
市
が
保
存
す
る
事
に
し
た
と
、
パ

ン
フ
に
書
い
て
あ
っ
た
。
最
後
は
、
す
ぐ
先
の
、

篆
刻
美
術
館
へ
。
昭
和
初
期
頃
か
ら
の
作
品
が
多

数
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
予
備
知
識
の
な
い
私

に
は
、
良
さ
が
判
り
ま
せ
ん
。
三
階
建
て
の
石
作

り
の
土
蔵
は
さ
す
が
に
見
応
え
が
有
り
ま
す
。
他

に
見
る
予
定
が
有
り
ま
し
た
が
本
日
時
間
切
れ
で

こ
こ
で
終
了
。
も
う
一
度
来
た
い
場
所
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。 

●
古
河
宿
の
経
緯 

古
河
宿
は
平
安
時
代
か
ら
奥
州
方
面
へ
の
宿
場

町
と
し
て
栄
え
、
ま
た
鎌
倉
時
代
以
降
は
古
河
城

の
城
下
町
と
し
て
も
賑
わ
っ
て
い
た
。 

古
河
宿
（
こ
が
じ
ゅ
く
）
は
、
江
戸
時
代
の
日
光

街
道
（
日
光
道
中
）
の
宿
場
。
下
総
国
の
古
河
城

下
に
設
け
ら
れ
、
現
在
は
茨
城
県
古
河
市
中
央

町
・
本
町
・
横
山
町
に
相
当
す
る
。
日
光
街
道
の

江
戸
・
日
本
橋
か
ら
数
え
て
9
番
目
の
宿
場
で
あ

る
。
古
河
藩
が
管
理
し
て
い
た
古
河
三
宿
（
中
田
・

古
河
・
野
木
）
の
一
つ
で
あ
る
。1

8
4
3

年
の
『
日

光
道
中
宿
村
大
概
帳
』
に
よ
れ
ば
、
本
陣
・
脇
本

陣
は
1
軒
づ
つ
設
け
ら
れ
、
旅
籠
が
31
軒
（
大
５
、

中
６
、
小
20
）
あ
っ
た
。
宿
内
の
家
数
は

1
1
0
5

軒
、
人
口
は3

8
6
5

人
で
あ
っ
た
。
将
軍
家
に
よ
る

日
光
社
参
で
は
、
古
河
城
は
岩
槻
城
・
宇
都
宮
城

と
並
び
、
将
軍
の
宿
城
と
さ
れ
て
お
り
、
日
光
街

道
に
お
け
る
主
要
な
宿
場
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
日

光
社
参
の
と
き
に
は
、
従
者
の
数
が
膨
大
に
な
る

た
め
、
通
常
の
宿
泊
施
設
だ
け
で
は
足
り
ず
に
、

城
下
の
武
家
屋
敷
や
町
屋
も
割
り
当
て
ら
れ
た
。

宿
場
は
日
光
街
道
沿
い
の
台
町
・
一
丁
目
・
二
丁

目
・
横
町
（
現
在
の
本
町
・
中
央
町
・
横
山
町
の

一
部
）
に
あ
っ
た
が
、
渡
良
瀬
川
等
に
よ
る
河
川

交
通
も
発
達
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
古
河
の
町
は

日
光
街
道
か
ら
河
岸
へ
向
け
て
折
れ
曲
が
っ
た
石

町
・
江
戸
町
等
に
も
広
が
り
、T

字
型
に
形
成
さ
れ

て
い
た
。
本
陣
は
時
期
に
よ
り
異
な
る
が
、
最
も

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
二
丁
目
に
あ
っ
た
も
の

で
、
現
在
、
跡
地
に
は
「
本
陣
跡
碑
」
が
あ
る
。

脇
本
陣
も
二
丁
目
に
あ
っ
た
。 
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専
科
二
期
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
と
の
第
３
回 

会
合
が
開
か
れ
ま
し
た
（
１０
月
１
日
開
催
） 

 

専
科
一
期
郷
土
の
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
出
席
者 

 

田
中 

忠
、
天
谷
範
夫 

専
科
コ
ー
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
マ
ン
シ
ョ
ン
形
式
に

し
て
専
科
一
期
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ベ
ー
ス
に
構
築
し

て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
八
月
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
委
員
の
講
習
会
後
に
専
科
二
期
生
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

立
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
専
科
一
期
生
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
学
園
関
連
サ
イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

二
期
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
と
し
て
は
、
学
園
祭
が
終
わ

ら
な
い
こ
と
に
は
動
き
が
取
れ
な
い
の
で
、
学
園
祭
終
了

後
に
本
格
的
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
と
、
自
分
達
で
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。 

 

一
期
生
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
員
と
し
て
も
自
分
達
で
更
新

で
き
る
よ
う
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。 

          

   

古河市に残されている蔵づくり              日光道中道標 

古河一小の煉瓦の門        古河文学館内風景 

ストリートオルガン         長谷観音             永井路子旧宅 
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専
科
一
期
校
友
会
の
「
郷
土
を
知
る
コ
ー
ス
の
北
氏

和
雄
さ
ん
、
岡
村
昭
則
」
・
「
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ス
の
石

井
一
好
さ
ん
、
玉
置
貞
明
さ
ん
」
の
４
名
が
参
加
。 

今
年
は
、
校
友
会
連
絡
協
議
会
に
よ
る
ダ
ン
ス
開
催

に
あ
た
っ
て
の
不
調
整
に
よ
り
、
熊
谷
学
園
と
鷲
宮
学

園
が
不
参
加
と
な
る
変
則
的
な
開
催
と
な
り
、
参
加
人

数
も
例
年
に
比
べ
て
二
百
人
近
く
減
る
と
言
う
、
数
字

的
に
は
寂
し
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
県
連
協
を
脱

退
し
た
大
宮
学
園
の
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
の
参
加
を
認

め
る
な
ど
の
進
展
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
奈
学
園

や
蕨
学
園
を
中
心
と
す
る
開
催
担
当
者
の
ご
努
力
で
こ

れ
ま
で
に
な
い
企
画
で
内
容
の
濃
い
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
各
学
園
の
皆
さ
ん
は
５
ヶ
月
間
の
猛
練
習
を
し
て

こ
の
ダ
ン
ス
の
集
い
に
参
加
し
て
き
ま
す
の
で
、
会
場

に
は
高
齢
者
パ
ワ
ー
の
熱
気
が
溢
れ
か
え
っ
て
い
ま
し

た
。
来
年
は
、
い
き
が
い
大
学
全
学
園
の
参
加
の
下
に

開
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

開
会
式
や
閉
会
式
で
県
連
協
の
役
員
の
方
々
が
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
活
動
を
特
に
強
調
さ
れ
、
長
々
と
挨
拶

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
場
で
聞
く
と
は
ち
ょ
っ
と

違
和
感
を
も
っ
た
の
は
私
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私

た
ち
は
「
い
き
が
い
大
学
」
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
い

き
が
い
作
り
、
仲
間
作
り
、
地
域
活
動
参
加
」
の
３
点

に
つ
い
て
学
び
、
卒
業
後
、
大
勢
の
人
が
地
域
活
動
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
健
康
な
く

し
て
は
取
組
や
前
進
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
健
康
で

あ
る
こ
と
が
老
人
医
療
費
の
節
約
に
も
繋
が
っ
て
い
る

こ
と
を
思
う
と
、
社
交
ダ
ン
ス
は
老
人
の
健
康
増
進
と

社
会
的
に
も
大
き
く
貢
献
を
し
て
い
る
と
私
は
確
信
し

て
い
ま
す
。
（
岡
村
） 

                       

                            

彩
の
国
い
き
が
い
大
学
連
絡
協
議
会
主
催
（
１０
月
８
日
） 

平
成
２２
年
度
社
交
ダ
ン
ス
の
集
い
に
参
加 

（３） 平成２２年１０月９日          郷土の会だより               第１９号 


